
 

新年明けましておめでとうございます 

 

シニアクラブ・宮園哲郎会長あいさつ 

シニアクラブのさらなる前進・発展を期して！ 

 謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

 昨年中は、基幹労連シニアクラブの組織運営・活動に格段のご理

解・ご協力を賜り誠にありがとうございました。また、それぞれの

地域における皆様方のご活躍に心から敬意を表する次第でありま

す。 

 基幹労連シニアクラブにとって今年は、一つの節目の年。この 4

月に発足 5 周年を迎えます。この間、会員の皆様の頑張りと基幹

労連本部・県本部の物心両面にわたるご支援・ご指導によって、着

実な歩みを続け、その活動は中央・地方において次第に定着してきていますが、各種選挙の

取り組みを通じて組織力の不足をも痛感しました。 

基幹労連の応援団として、またオール基幹労連の一員としての役割をしっかり果たしてい

くためにも、もう一段の組織の拡充・強化が必要です。 

 発足からこれまで 5年間の活動を第一ステップとして、さらなる前進・発展を期して、今

年から新たな挑戦をしていこうではありませんか。 

 今年も引き続き会員各位のご理解・ご協力をお願いいたしますとともに、会員ならびにご

家族の皆様のご多幸と各組織のご繁栄を祈念申し上げます。 
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基幹労連・神田健一中央執行委員長あいさつ 

常に人を真ん中に据えた職場原点の好循環の追求 

基幹労連退職者の会の皆様、明けましておめでとうございます。 

ご家族おそろいで健やかに新春を迎えられたことと、お慶び申し上

げます。また旧年中は大所高所から、基幹労連諸活動に対するご助言

ご指導を賜り、心から感謝を申し上げます。 

退職者の会におかれましては、昨年の第６回の総会において新体制

を確立され、さらなる活動の充実と発展を期して始動されたと伺って

います。私たち基幹労連もご案内の通り、第 9期新体制のもと諸先

輩から引き継いだ運動理念と、変化への対応力に磨きをかけながら、

加盟する各組織の仲間とともに思いも新たに諸活動を展開しているところです。 

引き続き、先輩諸氏のご指導をいただきながら好循環に繋がる運動を進めていく決意です。

そして、そこには、安全と健康を基軸に、組合員とその家族、ＯＢ、働く仲間の幸せをめざ

し、労働諸条件・政策制度改善等、あらゆる活動領域において「常に人を真ん中に据えた職

場原点の好循環の追求」を掲げてまいる所存です。 

本年が、皆様にとりまして、幸多き年となりますようご祈念申し上げ、年頭にあたっての

挨拶と致します。ご安全に。 

 

退職者連合・人見一夫会長あいさつ 

雇用の安定なくして社会保障制度の安定なし！ 

新年あけましておめでとうございます。 

会員の皆様には、健やかに新年を迎えられたことと存じます。 

今年一年が、皆様をはじめご家族にとって良い年となるよう祈念致

します。 

さて、日本は人口減少、超少子高齢社会に突入しています。２０２

５年には６５歳以上の人口が３，６５７万人となり、総人口の３割を

超えます。さらに年を追う毎に、高齢化と人口減少は進行します。 

高齢化が進む中で社会保障のための財源確保は喫緊の課題です。消費税の引上げ、不公平

税制の改革、安定した雇用と労働分配率改善などが求められています。 

また今年は、憲法改正問題、持続可能な社会保障制度確立の問題、特に年金、医療・介護

等の充実に向けた取り組みなど、多くの重要課題が山積しております。 

日本退職者連合は、政策・制度要求を決定し、政府や政党に要請行動を行い、合わせて地

方退職者連合の皆様も各県、市区町村への要請の取り組みを展開しております。こうした具

体的な行動を通して、中央、地方での退職者連合が、住民からの信頼を得る組織となるよう

今後も努力していきましょう。 

日本退職者連合は、安心、安全、未来に希望が持てる社会保障制度を確立するため、全国

の仲間と現退一致の闘いを進め、今年も「行動する退職者連合」をめざして頑張ることを決

意し、新年のごあいさつとします。 



千葉県本部退職者の会 ～ 組織の拡大と発展的な組織運営をめざす ～ 

千葉県本部退職者の会の第５回総会が 10 月 24日（火）に千葉市において開催されまし

た。総会では、会員と県本部三役等 14 名が出席し、冒頭、退職者の会を代表して野村康男

会長から一年間の活動を振り返るとともに、今後の課題などについて提起があり、来賓とし

て基幹労連千葉県本部の平野盛士委員長、シニアクラブ中央の小栗啓豊副会長から挨拶を受

けました。 

千葉県本部退職者の会の設立時は会員９名でしたが、この間の取り組みによって、現在で

は 27 名まで増加してきました。今後は、シニアクラブの中央方針を踏まえて、千葉県本部

構成組織の組合役員 OB を会員として組織拡大をすすめることが課題となります。また、ス

ムースな組織運営をめざす上からも、会員相互の親睦と融和をはかる行事も継続して取り組

むことを確認しました。 

総会後は和やかな懇親

会を開催し、久方ぶりに

旧交を温めるとともに、

労働組合としての政治活

動のあり方、退職者の会

の今後の組織運営の充実

と組織拡大などについて

も意見を交わしました。 

（千葉県本部事務局記） 

 

兵庫県本部退職者の会 ～ 第１２回総会・新役員体制を確認！ ～ 

兵庫県本部退職者の会は１2月 5日(火)、明石市で第１２回総会を開催しました。 

本総会には、基幹労連退職者の会の宮園会長、兵庫県退職者連合の高原会長をご来賓に迎

え、役員 1３名、代議員 1５名、組織内議員３名、役員出身組織代表者９名、県本部代表お

よび事務局の総勢４５名が出席し、盛大に開催されました。 

総会では、201７年度の活動報告を確認し、2018年度の活動方針では、基幹労連退職者

の会の方針に沿った活動の推進をさらにすすめていくことを確認しました。また、201８年

～19度の新役員を満場一致にて確認しました。 

（兵庫県本部事務局記） 


